
特集

明日の日本を支える観光ビジョン
「観光先進国」への取り組み

「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
ね
ら
い
と
意
義

今
、
日
本
は
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
時
代
を

迎
え
て
い
ま
す
。
高
齢
化
率（
65
歳
以
上
人
口
割
合
）

は
、
２
０
１
４
年
は
26
・
０
％
で
、
２
０
3
０
年
に
31
・

６
％
、
２
０
６
０
年
に
は
39・９
％
に
達
す
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
※1
。
総
人
口
は
２
０
１
５
年
に
１
億
２
７
１
１
万

人（
２
０
１
０
年
か
ら
94
万
７
千
人
減
少
）で
、
39
道

府
県
で
減
少
し
※2
、
２
０
３
０
年
に
１
億
１
６
６
２
万

人
、
２
０
６
０
年
に
は
８
６
７
４
万
人
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
す
※1
。
特
に
地
方
部
の
人
口
減
少
・
高
齢
化
の
進

展
が
顕
著
で
あ
る
点
を
踏
ま
え
、
わ
が
国
の
社
会
、
経

済
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
に
は
地
方
の
活
性
化
が
重
要

で
す
。
地
方
活
性
化
に
は
、当
該
地
域
で
生
産
、雇
用
、

消
費
が
行
わ
れ
る
地
域
に
根
付
く
産
業
の
振
興
が
不

可
欠
で
す
。
そ
の
点
で
観
光
は
、
自
然
、
気
候
、
文
化
、

食
と
い
っ
た
地
方
そ
の
も
の
を「
売
り
」に
し
た
産
業
で

あ
り
、
観
光
客
が
訪
れ
て
そ
の
地
域
で
消
費
す
る
、
ま

さ
に「
地
方
創
生
の
切
り
札
」と
も
い
え
ま
す
。

観
光
立
国
に
係
る
政
府
の
取
り
組
み
で
は
、観
光
を

核
と
し
た
地
方
創
生
を
実
現
す
る
た
め
、安
倍
内
閣
発

足
以
来
ビ
ザ
緩
和
な
ど
の
政
策
を
打
ち
出
し
、既
に
訪

日
外
国
人
旅
行
者
数
は
平
成
24
年
の
8
３
６
万
人
か

ら
平
成
27
年
の
１
９
７
４
万
人
へ
と
２
倍
以
上
に
増
加

し
ま
し
た
。
し
か
し
世
界
的
に
見
れ
ば
16
位
、
ア
ジ
ア

で
も
５
位
の
状
況
で
あ
り
、
わ
が
国
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
鑑
み
れ
ば
、潜
在
的
な
成
長
の
可
能
性
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す（
右
グ
ラ
フ
参
照
）。

日
本
の
新
し
い
基
幹
産
業
を
創
出
す
る

政
府
一
丸
と
な
っ
た
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
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訪日外国人旅行者数の推移

出典：日本政府観光局（JNTO）

日本政府観光局（JNTO）資料より観光庁作成

2000万人
目前！

0 20,000 40,000 60,000 80,000 100,000

83,700
74,757
64,995
55,622
48,576
39,811
33,005
32,613
29,848
29,091
27,770
27,437
25,291
24,779
22,033
16,528
16,000
15,098
14,566
14,202
13,926
13,413

2．米国
1．フランス

3．スペイン
4．中国

5．イタリア
6．トルコ
7．ドイツ

8．英国
9．ロシア

10．メキシコ
11．香港

12．マレーシア
13．オーストリア

14．タイ
15．ギリシャ

17．ポーランド
18．サウジアラビア

19．マカオ
20．韓国

21．オランダ
22．日本

千人

16．カナダ

日本は22位。アジアで7位

注１ ： 本表の数値は2015年6月時点の暫定値である。
注２ ： 本表で採用した数値は、韓国、日本を除き、原則的

に１泊以上した外国人訪問者数である。
注3 ： 外国人訪問者数は、数値が追って新たに発表され

たり、さかのぼって更新されることがあるため、 数
値の採用時期によって、そのつど順位が変わり得る。

注４ ： 外国人旅行者数は、各国・地域ごとに日本とは異な
る統計基準により算出・公表されている場合がある
ため、これを比較する際には注意を要する。

2015年の訪日外国人旅行者数は1974万人
※世界で16位、アジアで5位に相当

出典 ： 世界観光機関（UNWTO）、各国政府観光局
作成 ： 観光庁（JTA）

外国人旅行者受入数の国際比較（2014年）

総計
1974万人

❶中国
499万人

（25.3%）

❷韓国
400万人

（20.3%）

❸台湾
368万人（18.6%）

❹香港 152万人（7.7%）
❻タイ 80万人（4.0%）

シンガポール 31万人（1.5%）
マレーシア 31万人（1.5%）

インドネシア 21万人（1.0%）
フィリピン 27万人（1.4%）

ベトナム 19万人（0.9%）
インド 10万人（0.5%）

カナダ 23万人（1.2%）
イギリス 26万人（1.3%）
フランス 21万人（1.1%）

ドイツ 16万人（0.8%）
イタリア 10万人（0.5%）

ロシア 5万人（0.3%）
スペイン 8万人（0.4%）

オーストラリア 38万人（1.9%）
その他 86万人（4.3%）

❺米国 103万人（5.2%）

（20.3%）（20.3%）（20.3%）

アジア
1637万人（82.9%）
　うち東アジア
　1420万人（71.9%）
　うち東南アジア
　207万人（10.5%）

北米
126万人

（6.4%）

欧州主要５カ国
82万人（4.1%）

訪日外国人旅行者数及び割合（2015 年暫定値）

※（　 ）内は、訪日外国人旅行者数全体に対
するシェア

※その他には、アジア、欧州等各地域の国で
あっても記載のない国 ･ 地域が含まれる。

※数値は、それぞれ四捨五入によっているた
め、端数において合計とは合致しない場合
がある。
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訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
が
急
速
に
増
え
、「
２
０
２
０
年
ま
で
に

２
０
０
０
万
人
」と
し
て
い
た
目
標
が
達
成
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

観
光
客
数
の
増
加
、多
様
な
観
光
需
要
に
対
し
、政
府
は
本
年
３
月「
明

日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」を
発
表
。「
観
光
先
進
国
に
な
る
」

と
い
う
目
標
の
も
と
、
観
光
を
日
本
の
新
た
な
基
幹
産
業
と
捉
え
、
政

府
一
丸
と
な
っ
て
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

新
た
な
目
標
値
と
し
て
２
０
２
０
年
に
は
４
０
０
０
万
人
、
さ
ら
に

２
０
３
０
年
に
６
０
０
０
万
人
と
大
き
な
高
み
を
目
指
し
た
今
回
の
ビ

ジ
ョ
ン
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
日
本
に
も
た
ら
す
効
果
と
は
、
そ
し
て
な
ぜ

観
光
を
重
視
し
て
い
る
の
か
を
特
集
し
ま
す
。
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地
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亡
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ば
、
地
方
部
の
そ
れ
が
十
分
で
な
い
な
ど
の
状
況
で
あ

る
た
め
、
こ
れ
ら
の
制
度
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
観
光

産
業
を
わ
が
国
の
基
幹
産
業
に
成
長
さ
せ
て
い
く
環

境
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、そ
の
成
長
を
促
す
た
め
、訪
日
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
欧
米
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
か
ら
の
観
光
客
は
、
日
本
の
文
化
や
歴

史
に
関
心
が
強
く
、
長
期
に
わ
た
っ
て
滞

在
し
、
し
か
も
大
都
市
以
外
の
地
域
に
も

積
極
的
に
訪
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
富
裕
層
が
多
く
、
消
費
単
価
が
高
い
点
も
大
き

な
魅
力
で
す
。
こ
う
し
た
国
々
の
観
光
客
を
重
視
し
た

施
策
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

ビ
ジ
ョ
ン
の
ポ
イ
ン
ト︵
そ
の
３
︶

す
べ
て
の
旅
行
者
が
、ス
ト
レ
ス
な
く

快
適
に
観
光
を
満
喫
で
き
る
環
境
に

わ
が
国
が
世
界
の
方
々
か
ら
旅
先
と
し
て
選
ば
れ

る
た
め
に
は
、
旅
行
者
の
不
便
や
障
害
、
不
安
な
ど
を

徹
底
的
に
解
消
し
、満
足
度
を
一
層
高
め
る
環
境
整
備

を
社
会
全
体
で
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

例
え
ば
、
主
要
観
光
地
に
お
け
る
無
料W

i-Fi

環

境
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
対
応
、
世
界
最
高
水
準
の
技

術
を
活
用
し
た
、
円
滑
か
つ
厳
格
な
出
入
国
審
査
な

ど
、
全
て
の
旅
行
者
に
快
適
な
日
本
の
旅
を
提
供
で
き

る
環
境
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

以
上
の
他
に
も

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

既
に
い
く
つ
も
の
施

策
が
動
き
出
し
て

い
ま
す
。改
革
の
一

つ
で
あ
る「
魅
力
あ

る
公
的
施
設
の
開
放
」で
は
、
本
年
４
月
に
迎
賓
館
赤

坂
離
宮
の
通
年
公
開
が
始
ま
り
、京
都
迎
賓
館
も
７
月

か
ら
通
年
公
開
予
定
で
す
。ま
た
国
立
公
園
の「
ナ
シ
ョ

ナ
ル
パ
ー
ク
」と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
化
で
も
、
２
０
２
０

年
を
目
標
に
全
国
５
カ
所
の
公
園
の
選
定
に
向
け
て

検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
次
々
に
展
開
さ
れ
て
い
く
各
種
施
策
と
そ

の
効
果
に
、
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

迎賓館赤坂離宮では、前庭までは事前申し込み不要で、入場定員もなく、気軽に行けるよ
うになった。また本館および主庭の見学も、事前申し込み以外に、当日先着順での見学も
可能に（定員あり、有料）。

※
1 

内
閣
府
　
平
成
27
年
版
高
齢
社
会
白
書

※
2 

平
成
27
年
国
勢
調
査︵
人
口
速
報
集
計
結
果
︶

特集

明日の日本を支える観光ビジョン
「観光先進国」への取り組み

地域ブロック別外国人延べ宿泊者数

共通シンボルマーク「Japan.Free Wi-Fi」。外国人からの不満第１位
である「無料公衆無線 LAN」の対応は急務である。2020年までに、
主要な観光・防災拠点における重点整備箇所（推計29000箇所※）に、
無料 Wi-Fi 環境の整備を推進する。（※箇所数は今後さらに精査）
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政
府
は
本
年
３
月
、
今
後
の
中
長
期
的
な
観
光

政
策
で
あ
る「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ

ン
」（
以
下
、
ビ
ジ
ョ
ン
）を
策
定
し
ま
し
た
。
ビ
ジ
ョ

ン
で
は
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
を
、
２
０
２
０
年

に
４
０
０
０
万
人
、
２
０
３
０
年
に
は
６
０
０
０
万

人
、訪
日
外
国
人
旅
行
消
費
額
を
２
０
２
０
年
８
兆
円

（
２
０
１
５
年
は
３
兆
４
７
７
１
億
円
）、
２
０
３
０
年

に
は
15
兆
円
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
安
倍

総
理
は「
観
光
は
、
わ
が
国
の
成
長
戦
略
の
大
き
な
柱

の
一
つ
で
あ
り
、
そ
し
て
地
方
創
生
へ
の
切
り
札
で
あ

り
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
６
０
０
兆
円
に
向
け
た
成
長
エ
ン
ジ
ン
で
も

あ
る
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
政
府
一
丸
と
な
っ
て
、観

光
を
基
幹
産
業
へ
と
成
長
さ
せ「
観
光
先
進
国
」へ
の
新

た
な
国
づ
く
り
へ
邁
進
し
ま
す
。

ビ
ジ
ョ
ン
の
ポ
イ
ン
ト︵
そ
の
１
︶

観
光
資
源
の
魅
力
を
極
め
、

地
方
創
生
の
礎
に

わ
が
国
に
は
寺
社
仏
閣
、景
勝
地
が
全
国
に
あ
り
ま

す
が
、
必
ず
し
も
そ
の
魅
力
を
十
分
に
外
国
の
方
々
に

伝
え
き
れ
て
い
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
日
本
人
に
は
な
じ

み
の
寺
社
で
も
、
祀
ら
れ
て
い
る
も
の
、
人
、
創
建
の

目
的
や
背
景
な
ど
に
つ
い
て
、
外
国
の
方
々
に
も
理
解

で
き
る
解
説
の
工
夫
が
十
分
で
な
く
、
深
い
関
心
、
感

動
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。ビ

ジ
ョ
ン
の
目
標
に
掲
げ
た
４
０
０
０
万
人
、６
０
０
０
万

人
と
い
っ
た
多
く
の
外
国
の
方
々
が
訪
れ
、
ま
た
リ

ピ
ー
タ
ー
も
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
を
踏
ま

え
れ
ば
、
単
に
文
化
財
、
観
光
地
を
見
せ
る
だ
け
で
な

く
、
観
光
客
に
分
か
り
や
す
い
解
説
や
展
示
、
案
内
の

工
夫
に
よ
り
、
観
光
資
源
の
魅
力
を
高
め
て
い
く
努
力

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、２
０
２
０
年
ま
で
に
文
化
財
を
核
と

す
る
観
光
拠
点
を
全
国
で
２
０
０
整
備
し
、
分
か
り
や

す
い
多
言
語
解
説
な
ど
１
０
０
０
事
業
を
展
開
し
て
い

く
予
定
で
す
。
ま
た
、主
な
観
光
地
の
街
並
み
を
美
し

く
す
る
た
め「
景
観
計
画
」の
策
定
に
も
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

ビ
ジ
ョ
ン
の
ポ
イ
ン
ト︵
そ
の
２
︶

観
光
産
業
を
革
新
し
、国
際
競
争
力
を
高
め
、

我
が
国
の
基
幹
産
業
に

観
光
は
旅
行
業
だ
け
で
な
く
、
運
輸
業
、
宿
泊
業
、

飲
食
業
な
ど
非
常
に
裾
野
の
広
い
総
合
産
業
で
あ
る

と
と
も
に
、来
訪
者
に
よ
る
新
た
な
消
費
を
呼
び
込
む

こ
と
が
可
能
で
、
地
域
経
済
の
自
立
を
支
え
る
役
割

が
期
待
で
き
る
産
業
で
す
。
し
か
し
、観
光
産
業
に
関

す
る
制
度（
通
訳
案
内
士
、
旅
行
業
な
ど
）は
60
年
以

上
前
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
が
多
く
、
例
え
ば
、
通
訳
案

内
士
は
外
国
語
を
用
い
て
、
日
本
の
歴
史
・
文
化
の
説

明
や
景
勝
地
の
紹
介
を
業
と
す
る
資
格
で
す
が
、
訪

日
外
国
人
旅
行
者
の
約
７
割
が
東
ア
ジ
ア
の
方
々
で

あ
る
一
方
で
、そ
れ
に
対
応
可
能
な
通
訳
案
内
士
は
約

16
・
７
％
と
少
な
く
、
ま
た
、
今
後
地
方
へ
も
多
く
の

観
光
客
を
呼
び
込
む
必
要
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ

日光東照宮宝物館では、東照宮の歴史や徳川家康
の生涯をビデオなどで分かりやすく解説したり、全
ての展示品に日本の歴史を知らない外国人でも理
解できる英語解説がされている。このような工夫が
ますます必要となる。（写真提供：日光東照宮）

通訳案内士の地域別・言語別登録者割合
（平成28年4月1日現在、通訳案内士20,747人）

都市部・地方部別
登録者割合

言語別
登録者割合

都市部
75%

地方部
25%

英語
69%

フランス語
4.5%

スペイン語
3.9%

ドイツ語
2.8%

中国語
11.5%

イタリア語 1%
ポルトガル語 0.6%

ロシア語 1.5%
韓国語 5.1%

タイ語 0.1%

※ 都市部：埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、京都府、大阪府、兵庫県
※ 地方部：都市部以外の道県　　　　　　　　　　　　　　（資料提供：観光庁）
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ば
、
地
方
部
の
そ
れ
が
十
分
で
な
い
な
ど
の
状
況
で
あ

る
た
め
、
こ
れ
ら
の
制
度
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
観
光

産
業
を
わ
が
国
の
基
幹
産
業
に
成
長
さ
せ
て
い
く
環

境
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、そ
の
成
長
を
促
す
た
め
、訪
日
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
欧
米
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
か
ら
の
観
光
客
は
、
日
本
の
文
化
や
歴

史
に
関
心
が
強
く
、
長
期
に
わ
た
っ
て
滞

在
し
、
し
か
も
大
都
市
以
外
の
地
域
に
も

積
極
的
に
訪
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
富
裕
層
が
多
く
、
消
費
単
価
が
高
い
点
も
大
き

な
魅
力
で
す
。
こ
う
し
た
国
々
の
観
光
客
を
重
視
し
た

施
策
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

ビ
ジ
ョ
ン
の
ポ
イ
ン
ト︵
そ
の
３
︶

す
べ
て
の
旅
行
者
が
、ス
ト
レ
ス
な
く

快
適
に
観
光
を
満
喫
で
き
る
環
境
に

わ
が
国
が
世
界
の
方
々
か
ら
旅
先
と
し
て
選
ば
れ

る
た
め
に
は
、
旅
行
者
の
不
便
や
障
害
、
不
安
な
ど
を

徹
底
的
に
解
消
し
、満
足
度
を
一
層
高
め
る
環
境
整
備

を
社
会
全
体
で
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

例
え
ば
、
主
要
観
光
地
に
お
け
る
無
料W

i-Fi

環

境
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
対
応
、
世
界
最
高
水
準
の
技

術
を
活
用
し
た
、
円
滑
か
つ
厳
格
な
出
入
国
審
査
な

ど
、
全
て
の
旅
行
者
に
快
適
な
日
本
の
旅
を
提
供
で
き

る
環
境
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

以
上
の
他
に
も

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

既
に
い
く
つ
も
の
施

策
が
動
き
出
し
て

い
ま
す
。改
革
の
一

つ
で
あ
る「
魅
力
あ

る
公
的
施
設
の
開
放
」で
は
、
本
年
４
月
に
迎
賓
館
赤

坂
離
宮
の
通
年
公
開
が
始
ま
り
、京
都
迎
賓
館
も
７
月

か
ら
通
年
公
開
予
定
で
す
。ま
た
国
立
公
園
の「
ナ
シ
ョ

ナ
ル
パ
ー
ク
」と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
化
で
も
、
２
０
２
０

年
を
目
標
に
全
国
５
カ
所
の
公
園
の
選
定
に
向
け
て

検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
次
々
に
展
開
さ
れ
て
い
く
各
種
施
策
と
そ

の
効
果
に
、
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

迎賓館赤坂離宮では、前庭までは事前申し込み不要で、入場定員もなく、気軽に行けるよ
うになった。また本館および主庭の見学も、事前申し込み以外に、当日先着順での見学も
可能に（定員あり、有料）。
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閣
府
　
平
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版
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白
書

※
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平
成
27
年
国
勢
調
査︵
人
口
速
報
集
計
結
果
︶

特集

明日の日本を支える観光ビジョン
「観光先進国」への取り組み

地域ブロック別外国人延べ宿泊者数

共通シンボルマーク「Japan.Free Wi-Fi」。外国人からの不満第１位
である「無料公衆無線 LAN」の対応は急務である。2020年までに、
主要な観光・防災拠点における重点整備箇所（推計29000箇所※）に、
無料 Wi-Fi 環境の整備を推進する。（※箇所数は今後さらに精査）
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